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(1)初 め に

本稿の目的は,日本とザクセンの文化交流史(1)を解明するための基礎的作

業の一つとして,来日したザクセン関係者の氏名と経歴 ･業績を,簡潔に紹

介することである.本稿において ｢ザクセン｣は,1815年のヴィ-ソ会議に

よって領土の縮小したザクセン王国,両大戦間期のザクセン邦,第二次大戦

後の ドイツ民主共和国時代の ドレースデソ,カルル ･マルクス ･シュタッTL

とライブツィヒの3県,および,1990年のドイツ再統一以後のザクセン州を

指し,1815年以後のプロイセン王国ザクセン州の領域 (および,その後継行

政区域)を含まない.また,1649年に出島蘭館に着任 した医師シャムベル

ガーを最初とする,｢来日したザクセン関係者｣は,来日ドイツ人の中で,吹

の3条件の一つ以上に該当する人を指す.第1は,ザクセンで生まれた人,

第2は,来日前にザクセンで職業活動を行なった人,第3は,離日後にザク

センで職業活動を行なった,あるいは,現に行なっている人である(2).した

がって,ザクセンの教育機関に在籍,あるいは,そこで学位あるいは教授資

格を取得しただけの ドイツ人は除外される.
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来日したザクセン関係者は,日本側資料あるいは先行業績における表記法

に従って,その姓の五十音順に配列される.場合によっては,生没年の後に

私の表記法が ( )内に示される.武内 1995に記載されている人物の経

歴 ･業績 ･参考文献については,同書を参照されたい.また,来日ザクセン

人の著作も,日本に関連するものに限定される.

本稿の意味におけるザクセン関係者を確定することは,私にとって容易で

なかった.邦語文献では ｢ドイツ生まれJ,ないし,｢ドイツ人｣と一括され

る場合が,きわめて多いからである.また,本稿で取 り上げたザクセン関係

者の生地 ･生年,没地 ･没年,経歴 ･業績についても,多くの不明な事項が

残っている.とくに,テンツラーについては名ばかりでなく,姓の原綴も確

定できなかった.さらに,私の調査が不十分であるために,本稿に含まれて

いないザクセン関係者も,少なくないであろう.そのために私は先学 ･同学

諸氏の教示を切望している.そして,コルシェル トに関する加茂詮,藤原隆

男両教授の,また,シャムベルガ-とマイスターに関するヴォルフガング･

ミヒェル教授の,伝記研究の一層の進展を期待している.

本稿の作成に際して数多くの教示を与えられた,ミヒャ-ル ･ラウック助

教授,荻慎一郎教授,高橋輝和教授と日本の多くの個人 ･機関に,そしてま

た,ザクセン州立中央文書館,ザクセン州立ライブツィヒ文書館付属 ドイツ

系譜学センター,ドレースデン市立文書館,ケムニッツ市立文書館,フライ

ベルク鉱業大学文書館,テユービングソ大学図書館,バイエルン州立図書館

など,ドイツの諸機関に,さらに,文献の検索と収集に配慮された岡山大学

経済学部資料室に,心から感謝する.これらの教示によって,従来知られて

いたザクセン関係者数人について,生地,没年などが明確にされ,また,従

来紹介されていなかった相当数のザクセン関係者の氏名が解明された.ちな

みに,本稿で取り上げたザクセン関係者50人のうち,武内1995所収は21人で

ある.

(注1)ライブツィヒ大学は19世紀末から第二次大戦直後まで日本学講座を設置 してお
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り,1996年に再興した (1932年から45年までは日本学研究所で,所長は初代ユーバーシャー

ル,次いで-ミッチュであった).ドレースデン工業大学は.日本とザクセンおよび ドレー

スデン市との関係の改善に寄与した元佐賀県知事鍋島直紹 (1981年没)を記念して,ドレ一

スデソ大公園の傍らにあって,水道設備を研究している-建物を,1982年に鍋島館と命名し

た.83年には鍋島家旧蔵の江戸時代の工芸品 (漆器など)が同大学に寄贈された (ドレース

デン工業大学文書館回答).

ザクセンにある日本美術工芸品のコレクションで,最も著名なものは,ドレースデソ磁器

博物館の近世肥前磁器である.これは現在では,18世紀前半のアウダスト強健侯当時と比較

すると,その数を減じたとしても,世界有数の,そして,ヨーロッパ最大の,近世肥前磁器

コレクションである.ショイベの民族学関係コレクションはライブツィヒ ･グラッシ工芸

博物館に収められている.ズスマンがグラッシ博物館に寄贈したものは,現在どのように

なっているであろうか.私の質問に対して同博物館からは回答がない.ドレースデソ銅版画

美術館は小沼隆一郎画伯の現代版画12点を所蔵している,

ザクセンに関係のあるドイツ人の蔵書で,日本に請来されたものは,私の知るかぎり,吹

のとおりである.生計費のエンゲル係数で知られる,ザクセン,後にプロイセン統計局長エ

ンゲル (ErnstENGEL)の蔵書は東大経済学部にあったが,関東大震災によって灰憶に帰し

た (高野 1961,pp.7,ll,112-113,115,130).歴史派経済学の巨匠,ライブツィヒ大学

教授ビューヒャ- (KarlBtJCHER)の蔵書は京大経済学部に,ライブツィヒ大学の植物学

教授で,留学生,後の東大教授三好学を指導したプフェッファー (WilhelmPFEFFER)の

それは,岡山大学資源生物科学研究所 (大原孫三郎創設の大原農業研究所の後身)に,ライ

ブツィヒ大学法学部教授 ｢ワッ-｣(AdolfWACH)のそれは東大法学部にある.このヴァッ

ノ､については,シュミット1995,pp.46,81,147を参照されたい.

日本とザクセンとの関係を示す事例を,さらに挙げておく.第1は,1979年に佐賀県有田

町とマイセン市が姉妹都市の関係を結んだことである.有田は日本における磁器生産の,マ

イセンはヨーロッパにおける硬質磁器生産の,発祥地である (ドレースデソは製作突抜成功

の地).第2は,ドレースデソ中心部からェルべ河をすこし遡った所に,ピルニッツ宮殿が

あるが,そこの庭園に誓える日本種椿 (cameliajaponica)の古木である.これは,オランダ

東インド会社から長崎 ･出島に派遣されたスウェーデンの植物学者 トゥソベルク (Carl

PeterThunberg)が,1776年にヨーロッパに持ち帰った4本の中の1本である.他の3本

(ロンドンのキュー植物園,ヴィーン,-ノーファー)は次々に枯れていったので,ピル

ニッツの椿はヨーロッパの樹木の中で貴重なものである.この椿は,当初は鉢に植えられ,

冬には温室に移されていたが,1801年に現在地に定植され,冬にはガラス製の覆いで保護さ

れるようになった.今では高さ9メートルに近い大木となり,毎年約2万5千の花を咲かせ

ている (ザクセン州大蔵省城館管理部回答).

(注2)以下の人物を来日ザクセン関係者とする見解があるが,誤りである.

(a)ベルゲィヒ (ChristianBERWIG,177711777).1739-45年に長崎 ･出島蘭館の医師助

手であった彼は,ザクセンのヴィーゼンフェル ト(Wiesenfeld)出身とされている (Kraas

1992,S5).しかし,この名前の集落はザクセンにはない.VglBlaschke1957,S59*.

Wiesenfeldは,1803年までマイソツ大司教領 (以後プロイセン)に属したテェーリングソの

-119-



120

村である.Berwigという姓の家族は,現在ではこの村と周辺にいない.-イリグソシュ

タッ7.市立文書館回答.

(b)ホエルべ (AntonHermanHORDE,1881-177?)(--ルベ).陸軍雇独逸人,個人略

歴 (中村 1973,p236)によれば,彼は ｢サクセソ州ライ-ェソバッ-市｣に生まれ,ボン

大学を卒業し,1906-09年に陸軍砲工学校 ･語学教師となった,とされている.ボン大学文

書館回答によれば,彼はオースト1)ア国籍,ボ-ミアのデルフェル (Dorfel)生まれで,ボ-

ミアのライヒェソベルク (Reichenberg)の高等学校を卒業している.

(C)ジェニン (AlexisJANIN,1877-1897)(ジャニソ).招聴されて,1873-76年に佐渡金

山の技術改良に尽力した米国人のジェニン (JANIN)は,フライブルク大学の助教授であっ

た,との説がある (吉田 1968,pp.136-137).ただし,武内 1995,p.174では,ジェニソ

(JENIN)紘-イデルベルク大学助教授とされている.ジャニソ (JANIN)が優秀な成蹄で

フライベルク鉱業大学を1868年に卒業したのは,事実であるが,卒業直後に彼は米国に帰っ

た.Schiffner1935,S.289.なお,植田 1990,p.10を参照.

(d)レ-デブール (AdolfLEDEBUR,1837-1906)(レ-デブ-ア).フライベルク鉱業大

学冶金学教授の彼は,多くの日本人留学生を指導したばかりでなく,官営八幡製鉄所の建設

にも協力した.彼については,東大を訪問した,という説 (佐々木 1985,pp38-39)と,日

本には来ていない,という説 (吾妻 1974,p.152;上村 1984,p75)がある.フライベルク

鉱業大学文書館の回答によれば,彼は来日していない.

そのために,上記の4人は本稿では取 り上げられない.ただし,本稿には,｢ザクセン生ま
れ｣とのみ記されていて,正確な生地が判明しないドイツ人2人 (ェクスネル,ユンカー.

さらにオーヴァ-カンプ,フラツケを加えると4人),および,ザクセンで活動したが,生地

不明のドイツ人3人 (テンツラー,-ルティヒ,マルティン)も,含まれている.

なお,ドイツ人以外では,私の知るかぎり,次の2人がザクセンから日本に来ている.

(A)バクーニン (MikhailAleksandrovichBAKUNIN,181411876).ロシア人の彼は1848年

からザクセンに住んで,三月革命末期,49年5月には ドレースデソ蜂起を指導した.蜂起鋲

圧後ケムニッツ市で逮捕され,ロシアに引き渡された.彼は流刑地シベリアから61年に脱出

して,函館に着き,W.-イネ (本稿参照)と同じ船で横浜からアメリカに渡った.ただ

し,彼はこの時に日本人と接触していない.木村 1979,pp.22-24,35-38.

(B)プロムシュテット(HerbertBROMSTEDT,1928-).スウェーデン人で,1975-85年

に国立 ドレースデソ交響楽団主席指揮者であった彼は,86年からNHK交響楽団名誉指揮者

である.音楽辞典 1991,p.1689;NHK交響楽団回答.

(2)来日したザクセン関係者

(1) アルノル ト (WidoARNOLD,1965-)

彼は文芸評論家の子としてドレースデンで生まれ,ドレースデソ工業大学

卒業後,1993年に岡山大学大学院修士課程 (土木工学専攻)に入学した.95

-120-



来目したザクセソ関係者 121

年から博士課程に在学している(1).

(注1)本人回答.

(2) ヴェンチッヒ (HeinrichWANTIG,1870-1943)(ヴェンツィヒ)

彼は,ザクセン宗教省局長を父として,西南ザクセンのツゲィッカウ

(Zwickau)市で生まれ,1893年にライブツィヒ大学で学位を取得した.グ

ライフスヴァル ナ大学教授 (1899年)などを経て,1904年に-レ大学教授と

なった.09年東大法学部に招かれ,経済学と財政学を講義し,｢東京帝国大学

二於ケル経済学教授法改良意見｣を各方面に提出した.この意見書は,東大

法学部からの経済学部の分離 ･独立に相当の役割を果たした.14年に-レ大

学教授に復帰し (27年まで),21-28年にプロイセン邦議会議員 (社会民主

党),27-30年にプロイセン弗ザクセン州長官,30年に半年余 りオットー ･

ブラウン内閣でプロイセン邦内務大臣となった.31年に社会民主党を離れ,

西 ドイツのバーデン･バーデンで没した(1).

(注1)武内 1995,p.46;高野 1961,pp8-9,122-130;東大 ･経済 1976,pp.15,

616,620;Reichshandbuch1931,S.1967-1968:Kosch1963,S.1170.

(3) エキスネル (OttomarEXNELL,1849-17??)(エクスネル)

彼は鍛冶屋の子としてザクセン (詳細不明)で生まれた.京都府営 ｢梅津

パピール ･ファブリ-ク｣の技師に招かれて,1875年から77年まで (あるい

紘,73年から76年まで)滞在し,洋式製紙技術の導入に尽力した.来日前の

経歴と帰国後の消息は不明である(1).

(注1)青田 1968,pp.195-197;宮永 1993,p.412:Meissner1961,S.48.

(4) オーヴァーカンプ (ChristianHendrikOVERKAMP,1777-1???)

1781-84年に長崎 ･出島蘭館の上級医師であった彼は,ザクセンのダーレ

ン (Dalen)出身とされている(1).それ以外は不明である.しかし,ザクセン

には Dalenという集落はない (2).私は,ダーレンが北ザクセンの Dahlen市

である可能性を考慮して,同市立文書館に照会したが,回答がない.

(注1)Kraas1992,S.6.
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(注2)Vgl.Blaschke1957,S.11*.

(5) ゲスナー (GesineGOSSNER,1961-)

彼女は北ザクセンのリーザ (Riesa)市で肉屋の子として生まれ,同市の高

等学校を経て,ライブツィヒ大学で学び,1992年に現代オランダ女性文学に

関する論文によってライブツィヒ大学哲学博士となった.91年から同大学で

現代オランダ文学を講義した後,92年に来日した.それ以来,九州工業大学

工学部でドイツ語を担当している(1).

(注1)大学職員鐘 1996(1),p.947;本人回答.

(6)高 へティ (旧姓ヴェーケル)(HedyKOU,geb.WEKEL,1908-)

(高 へディ)

彼女はライブツィヒで生まれ,同市の歌劇場のバレリーナとなった.ライ

ブツィヒ音楽大学でチェロを学んでいた高勇吉と1927年に出会い,帰国する

勇吉に伴われて,翌年に来日し,東京で結婚した.彼女は間もなくバレエを

教え始め,また,勇吉とともに日本各地で,さらに,アジア諸国でコンサー

トを開いた.第二次大戦が始まると,二人はスパイとして監祝されたので,

勇吉は満州国に移 り,放送局で音楽の仕事に従事した.敗戦後,勇吉は家族

とともに,音楽教育のために国民党政府によって北京に移された.49年に日

本に帰国して間もなく,勇吉は没した.その後-ディは非常に苦しい生活を

送った.午前中はドイツ人のための幼稚園で教え,午後はジーメンス社のた

めに働き,夜は日本人にドイツ語を,週末には知人宅の洋間でバレエを教え

た(1).

(注1)Foreignwives1996,pp.8-9,17-19.

(7) コルシェル ト(OscarKORSCHELT,1853-1940)

彼は小学校教師の子として東部ザクセンのベルテルス ドルフ (Berthels-

dorf)村で生まれた.1871-75年にドレースデソ工業専門学校 (ドレースデ

ソ工業大学の前身)で,その後76年までベルリーン大学哲学部などで化学を

学んだ.短期間ドレースデソとライブツィヒのビール工場で化学技師を勤め
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た後,来日した.彼は1876年から東京医学校,次いで東大医学部で化学を教

授するとともに,日本酒の化学分析を行ない,北海道におけるビール醸造を

指導し,防腐剤サルチル酸の効用を解説した.80年に内務省地理局地質課分

析係長に転じ,精力的に調査 ･研究を行なった.彼は,数カ所の土壌の化学

分析に基づいて,西欧農法の移入ではなく,在来農法の改良を提案した (｢日

本農業ノ目途上 『地質調査所年報』,明治15年第 1号,1882年.農林省農務局

(蘇),『明治前期勧農事蹟輯録』,下巻,長崎出版 1975に復刻).｢日本海塩

製造論｣(『地質調査所報告』,明治16年第2号,1883年.『日本塩業大系 資

料編 近 ･現代2』,日本専売公社 1975に復刻)は,後の塩業に大きな影響

を与えた.｢日本陶業｣は,日本陶磁器とその原料に関して非常に多くの資料

を分析している.この論文は後に 『窯業協会誌』,38-41号 (1930-33年)

に,さらに,『窯技』,15-22号 (1965-68年)に公表された.彼は1884年に

日本を離れ,帰国した.85年に香港で事業を計画したが,成功しなかった.

ライブツィヒで太陽エーテル光線器具の販売によって,あるいは,化学技師

として長く生活し,そこで没した.滞日中に囲碁を習い覚え,『碁.チェスに

対抗する日本と中国の遊技』Dasjapanisch-chinesischeSpielGo.Ein

concurrentdesSchach,Yokohama1881(1)を著した(2).藤原隆男教授の示唆

に基づいて,ツィッタウ市立文書館とライブツィヒ市史博物館に質問状を出

したところ,回答があった.それによれば,コルシェルトは東部ザクセンの

ツィッタウ (Zittau)市で1887年に工場の建設を計画し,1900年まで同市の

刊行住所録に記載されていた.他方では彼は,1892年にライブツィヒの刊行

住所録に初めて記載された.この時の職業は工場主 (Fabrikant)であった.

(注1)GV(1),Bd.79,S.154.英訳本は TheTheoryandPyacticeofGo,translatedby
SamuelP.KingandGeorgeGLeckie,Rutland/Tokyo1966.

(注2)武内 1995,p.153;橋本 1970,pp.539-543;友田 1978,pp.24-38;平田

1983,pp24-27;加茂 1993,pp240-247;藤原 1994,pp.2-6,9-ll;藤原

1995,pp,95-110;太田 1996,pp.41-51.
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(8)サイモン (EdmundSIMON,1882-1947)(ジーモン)

彼は商人の子としてドレースデソで生まれた.ベル リーン大学などで法

学,日本語を学び,1908年にドイツ帝国外務省から日本に派遣され,神戸,

次いで長崎駐在のドイツ領事となった.11年から14年まで長崎高商講師とし

てドイツ語を教えた.『外国人への日本の土地の無期限譲渡に関する1904年

5月22日付け-ーグ常設裁判所の判決の本質と国際法的意義』Naturand

vblkerrechtlicheTragweitedesUrteilsdesHaagerPermanentenSchieds-

gerichtshofesvom22.05.1904betreffenddiezeitlichunbegrenzteUber-

lassungyonGrundstiickeninJapananFremde,Diss.JUT.Greifswald

1908によって法学博士,『琉球諸島に関する研究』BeitrdgezuKenntnisder

Riekiuイnseln,Diss.Phil.Leipzig1913(-Beitrage之urKultur-undUni-

versalgeschichte,Bd.28)によって哲学博士となった.琉球については後年,

別の著書,『琉球.古代日本の鏡』Riukiu.EinSpiegelfurAltjaPan,Ber-

lin1923も発表した.14年末からミュソヒェン･南バイエルン商工会議所に

勤務し,22年から没するまで,その法律顧問ないし専務理事であった(1).

(注1)武内 1995,p.162;長崎大 1975,p.340;GV(1),Bd.135,S.56;GV (2),Bd.

merfurMunchenundOberbayem)回答.

(9) シャムベルゲル (CasparSCHAMBERGER,1623-1706)(シャムベル

ガー)

彼は商人の子としてライブツィヒで生まれ,1637年から同市で理髪外科を

学び,40年に修業の旅に出た.43年にはオランダ東インド会社の理髪外科医

となり,アジア各地で同会社船の船医として勤務した.オランダ東インド会

社の日本商館には1630年から医療関係者が駐在していたが,シャムベルガー

は4人目のドイツ人として,49-51年に長崎商館に滞在し,商館長の江戸参

府に二度同行した.第 1回目には彼は日本側の要請で江戸に長期滞在して,

患者を治療し,日本人医師を指導した.これによって彼は,彼の名カスバル
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に因むカスバル流外科 (ポルトガル系南蛮医学に続くオランダ系紅毛医学の

最初の流派)の祖となった.私の知るかぎり,彼が,来日した最初のザクセ

ン関係者である.彼は相当の財産を蓄えて,55年に帰郷し,ライブツィヒで

羊毛商人となり,58年にその市民権を取得した.彼は,当時としては稀な長

寿に恵まれ,莫大な遺産を残して,同市で浸した(1).

(注1)Michel1990(1),S.4ト51;ミヒェル 1990(2),pp.1-6;ミヒェル1991,pp.143-

151;Michel1993,S.137-154,171-180;Michel1994,S.149-186:Michel1995(1),

S.111,116-119;ミヒェル 1995(2),pp.3-26;ミヒェル 1995(3),pp.85-92;ミヒェ

ル 1996(1),pp.4ト48.なお,宗田1989,pp.123-127を参照.

80) シャールシュミt･J卜 (ClemensSCHARSCHMIDT,1880-1945)

彼は西南ザクセンのライヒェソバッ- (Reichenbach)市に紡蹟工場主の

子として生まれたが,1899年から自活しつつ,ライブツィヒ大学で学んだ.

1902年から11年まで彼は,六高 (岡山)の外国人教師としてドイツ語を担当

しながら,日本語を学習し,日本の工芸品を収集した.帰国後ライブツィヒ

大学でさらに日本史を研究した.出雲守明衝の 『明衡往来』の翻訳と注解,

『藤原明衝の雲州消息.日本最古の書簡文範』Unshu-ShosokuyonFu-

jiwaraAkihira.DeraltestejapanischeBriefsteller,Diss.Leipzig1917に

よって哲学博士となった.第一次大戦で負傷し,16年からベルリーンの東洋

語研究所に勤務して,夏目擬石,『三四郎』,第 1章を翻訳し,｢東京朝日新聞

のドイツ論｣などを発表した.戦後は同研究所の日本語担当教師代理,21年

教師,24年教授,34年にベル1)-ソ大学名誉教授となった.日独防共協定の

成立とともに日本史の科学的研究と教育は不可能となったけれども,彼は

｢芥川龍之介と西洋文学に対する彼の関係.現代日本精神史の一研究｣(35

午)などを発表した.40年にベルリーン大学外国学研究所の設立に伴って,

彼は日本学教授に任命された.しかし,彼はナチスに入党せず,ナチスと天

皇制の思想に影響されない著作を発表した.彼はナチスの監視を受けたが,

ヒトラーの日本語通訳を勤める時もあった.44年に彼はついに研究所から罷

免され,週3回の豚小屋の清掃を命令された.その後,彼は ｢天皇制の歴
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史.歴史偽造の解明｣に関する著作を完成させたが,ドイツ敗戦の2週間前

にベルリーンの自宅で殺害され,あの原稿は兵士たちによって持ち去られ,

失われた.その他の著書として,『日本』Japan,Berlin1942;『日本語にお

ける重要漢字』DiewichtigstenchinesischenZeichenim Japanischen,

Berlin1938,3.Auf1.,1943などがある(1).

(注 1)六高 1980,p26;Goch1980,S.312-317;GV(2),Bd.113,S.39.

(ll) シャンツ (MoritzSCHANZ,1853-1922)

彼は,商人の子として西南ザクセンの トロイェソ (Treuen)市で生まれ

た.父とともにケムニッツ市に移った彼は,1874年まではケムニッツの-商

会の従業員であり,75年に南米ブラジルに赴いて,リオデジャネイロでドイ

ツ系の商会の支配人となった.88年からさまざまな国を旅行し,多くの旅行

記を書いた.そのために彼は研究旅行家 ･植民政策論著と見なされている.

96-97年にドイツ帝国 ･プロイセン王国などの政府,および,いくつかの商

工会議所がアジアに派遣した通商使節団のザクセン繊維工業代表となって,

来日した.それに基づく著書として,『東方-の旅』EinZugnachOsten.

Reisebilderauslndien,Birma,Ceylon,StraitsSettlements,Java,Siam,

Korea,Ostsibirien,Japan,AlaskaandCanada,Hamburg1897がある.

1900年にケムニッツに帰って,引退生活を送り,同市で浸した(日.

(注1)Rauck1988,S.245-246;DBJ1930,S.446;ケムニッツ市立文書館回答.

(12) シュテヒャー (GeorgWalterSTECHER,1874-1977)

彼は ドレースデンで生まれた.ドイツ皇帝は,日本陸軍少佐 ｢ク二親

三m｣のプロイセン陸軍部隊-の配属を認め,その交換条件として,日本陸

軍部隊-のドイツ陸軍士官の配属を求めた.1907年 4月にザクセン陸軍省

は,中尉 (第4野戦砲兵連隊)のシュテヒャ-を大尉に昇進させ,プロイセ

ンの4人の士官とともに彼とバイア- (下記参照)を2年間,日本に派遣す

ること,を決定した.シュテヒャ-ほ9月初旬に東京に到着し,07年11月に

静岡の,08年9月には東京 ･世田谷の部隊に配属された.彼の配属期間は09
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年 8月末で切れるが,その部隊が09年 9月から11月まで実施する予定の演習

に参加するために,彼は3月間の配属期間延長を要望し,それを認めたザク

セン陸軍省は08年11月に,日本政府との交渉を ドイツ帝国外務省に対して要

請した.彼は1909年の 『ザクセン国政便覧』において,ドレースデン駐屯第

4野戦砲兵連隊所属,日本派遣中,1913年にはピルナ (Pirna)市駐屯第 5野

戦砲兵連隊の大尉と記載されている.1913年以後の消息は不明である(2).

(注1)これは,1873年生まれ,1904年少佐,07-09年ドイツ派遣,29年没,元帥となった

久遷宮邦彦王を指す.Rauck1994,p.210;日本人名 1979,p432;日本軍 1971,p

27;華族 1996,p.37.

(注2)SAD,Nr.4733;SHB1909,S.465:SHB1913,S.468;ザクセン州立中央文書館回

答.

(13) シュピース (GustavSPIESS,1833｢1900)

ライン地方デュースブルク市で高等学校上級教師の子として生まれて,卸

売商人となった彼は,プロイセンのオイレンブルク使節団(1)にザクセン商業

会議所全権代表として同行した.この体験に基づいて,『1859-62年のプロ

イセンの東アジア遠征』DiePreuJ3ischeExpeditionmachOstasienwdhrend

derJahre1859-62.Reise-SkizZenauSJapan,China,Siam undderin-

dischenlnselnwelt,Berlin/Leipzig1864(日本関係部分の翻訳は小沢敏

夫 ･訳,『シュピースのプロシアー日本遠征記』,奥州書房 1934)を書いた.

彼のライブツィヒ居住が初めて刊行住所録に記載されたのは,1863年であ

り,最後は82年であった.1882年にノ＼ソブルクに移 り,そこで投した(2).

(注1)-イネの項を参照.この使節にはザクセン国王も全権を与えていた.シュピース

1934,p.340.

(注2)中井 1969,pp.371-372;今宮1971,pp.58,84(シュピースはオランダ語に習熟し

ていたので,日本では通訳として予定されていた.しかし,-イネの項で記すように,

通訳の任務を果たしたのは,ヒュースケンであった);宮永 1993,p.67;Gesch-

1echterbuch1926,S.36ト362:-ソブルク州立文書館回答:ライブツィヒ市史博物館回

答.

(14) シュプランガー (EduardSPRANGER,1882-1963)

彼はベル1)-ソ市郊外で商人の子として生まれ,ベルリーン大学で1905年
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に学位を取得した.1911年からライブツィヒ大学に勤務し (12年から教育学

教授),20年にベルリーン大学に転じた.36年に来日し,各地で学術講演を行

なった.それらは日本語に翻訳されて,出版された.彼は,1944年7月20日

のヒトラー暗殺計画に関連して,逮措された.第二次大戦後ソヴィニトの介

入を避けて,彼はテユービングソ大学に移り,同市で没した(1).

(注1)武内 1995,pp.194-195;長井 1957,pp.3,18-19.

85) シュミーデル (OttoSCHMIEDEL,1858-1926)

彼はザクセン王立炭鉱所長の子として,ドレースデソ近郊ツァウッケp-

デ (Zauckerode)村に生まれ,ライブツィヒ大学などで神学を学んだ.

1887年にドイツ福音教会の宣教師として来日し,独逸学協会学校 (独協学園

の前身)と新教神学校 (東京)で教え,また,邦訳された著書によって日本

キ1)スト教界に影響を与えた.92年に帰国し,ヴァイマル近郊グッテルで牧

師となった.著書として,『日本の ドイツ人』DieDeutscheninJapan,

Leipzig1920がある(1).ただし,私は,ヴァイマル近郊にゲッテルはなく,

グッテルソ(G6ttern)村だけがあることまでは突き止めたが,そこを管轄す

る教会官庁からは,シュミ-デルに関する回答が得られなかった.

(注1)武内 1995,p.195;キ1)ス 71教 1988,pp.664-665;GV(2),Bd.115,S412.

(16) シューリヒ (ArndtHermannSCHURIG,1860-177?)(シューリヒ)

彼は ｢ザクセン･ワスワイン府｣在籍の染色技師で,1888年から92年ま

で,陸軍省の管轄に移った千住製紙所の招聴技術者であった(1).しかし,｢ワ
スワイン｣という都市は,ザクセンに存在しない(2).中部ザクセンのロス

ヴァイン (RoL3wein)市と考えて,同市に照会したところ,同市ルター沢教

会の1860年6月10日の洗礼記録に,上記綴りの人物が同市の染色工の子とし

て記載されているが,それ以外は不明である,との回答があった.

(注1)千住 1928,p.36;中村 1973,p.219.
(注2)Vgl.Blaschke1957,S.58*.
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4や ショイベ (BothoSCHEUBE,185311923)

彼はプロイセン王国ザクセン州ツァイツ (Zeitz)市で工場主の子として生

まれ,ライブツィヒ大学医学部を卒業して,1876年に学位を取得し,同大学

内科ヴンダーリヒ教授 (KarlWunderlich,1815-77)の最後の助手 (ベルツ

の弟弟子に当たり,ベルツからも指導を受けた)を勤めた後,77年に京都府

療病院 (京都府立医大の前身)医学教師に招かれた.4年間在職し,寄生虫

病の研究など京都地方の医学の発展に貢献した.脚気について彼は,ベルツ

と同じように伝染病説を主張した.81年に療病院は洋風建築を新築したが,

この建物はライブツィヒ大学 (病院の意味であろうか)を摸したものであっ

た.日本内外の西洋食推賞論に対して,彼は論文,｢日本食｣"DieNahrung

derJapaner",in:ArchivfurHygiene,Bd.1,1883において,米食を擁護し

た.81年に彼は日本を離れ,｢日本脚気論｣で教授資格を取得した83年から,

85年までライブツィヒ大学医学部講師として教えた後,故郷に近いグライツ

(Greiz)の市医兼郡医となり,同市で没した.彼の民族学関係コレクション

は1909年にライブツィヒ民族学博物館 (ライブツィヒ･グラッシ工芸博物館

の前身)に収められた.著書に,『アイヌ』DieAinos,Yokohama1882;『脚

気』DieBeri-Beri-Krankheit,Jena1894,論文として,｢脚気の歴史｣

"BeitragezurGeschichtederKak-ke",in:OAGM,H.24,1881;｢日本食

論｣"BemerkungenuberdieNahrungderJapaner",in:OAGM,H.27,

1882;｢日本人の腸の長さ｣"DieLangedesDarmesbeiJapanern",in:

OAGM,I127,1882;｢日本の脚気｣"DiejapanischeKak-ke(Beri-Beri)",

in:DeutschesArchivfiirklinischeMedizin,Bd.31132,1882T83;｢日本人

の疾病の臨床的考察｣"KlinischeBeobachtungenuberdieKrankheiten

Japans",in:ArchivfiirPathologischeAnatomieundPhysiologieundfiir

klinischeMedicin,Bd.99,1891;｢脚気｣"Kakke.Collectionsofsome

foreignopinionsonpathologicalmatterspeculiartoJapan",in:Set+kwai

medicaljournal,Vol.14,1895などがあり,『脚気病論』,江坂秀三郎 ･ほか
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釈,京都,若林茂助 1884;『脚気論』,賀鼻隆書 ･訳,東京,南江堂 1897な

どが邦訳された(1),

(注1)武内 1995,p.197;横田 1956(1),pp.27-30;横田 1956(2),pp.2001204;横田

1957(3),pp.130-134;京都医史 1980,pp.857-860,916,1016-1017;武智 1997,pp.

5.46-47;Vianden1985,S.1801185.

88)ショルツ (PaulSCHOLZ,188911944)

彼はライブツィヒで音楽家の子として生まれ,-ンブルク,次いで,ベル

リーンの音楽大学でピアノを学び,1911年にコンクールでメンデルスゾーン

賞を獲得した後,12年に卒業した.13年に東京音楽学校教師として来日し

て,ピアノを教授し,22年まで在職した.その後も没するまで東京にあっ

て,個人教授や演奏活動を続け,日本の音楽界に大きく貢献した(1).

(注1)武内 1995,p.200;高野 1974,pp.109-110;音楽辞典 1991,p.909.

8g)スッスマン (AugustSUSSMANN,184311921)(ズスマン)

彼は靴工の子としてライブツィヒで生まれ,1859年に同市の商業学校を卒

業し,73年に妻の父 (MoritzWeinold)からヴァイノルt商会 (皮革取引業)

を引き継ぎ,事業をさらに拡大して,同市屈指の富豪となった.95年,1903

午,そして,08年の計 3回,来日し,日本の風土と風俗に心を動かされた.

彼は帰国後,日本で購入した美術 ･工芸品をライブツィヒのグラッシ博物館

(Grassimuseum.ライブツィヒ･グラッシ工芸博物館の前身)に寄贈した.

また,演説あるいは新聞-の寄稿によって,日本および日本文化を紹介し

た.日露戦争に際して彼は傷病日本兵のために同市で募金を行い,3,000マ

ルクを日本赤十字社に寄付した.05年以後は毎年5月27日に,在留日本人と

同市の名士を招いて,日本海海戦戦勝記念祭を行なった.08年の来日の際

に,日本赤十字社に1,000円を寄付し,同社から有功賞を贈られた.- 彼は

1880年前後から,あらゆる日本人を私宅に招いて供応し,あるいは,集会に

伴って名士に解介した.そのために,彼の厚意を受けた日本人は,1908年頃

まで㌢こ数百人に逢した.08年に彼は日本政府から勲五等を贈られた.なお,
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彼は同じ08年にザクセン国王から商業参事官の称号を授与された.彼はライ

ブツィヒで殺した(1).- 1909年から2年間ライブツィヒ大学に留学 した新

見善治 (後に広島文理大歴史学教授)の回想によれば,親日家の老富豪ズス

マンは,日本人の ｢父 (チチ)さん｣と自称し,日本人を,誰でも ｢我が

子｣と呼んで歓待した.新見も,到着するとすぐに昼食に招かれ,さらに,

3日間のシュレ-ジエソ族行に招待された.新見はその後もズスマンにしば

しば手厚くもてなされた(2).

(注1)外交資料120号 ;梅渓 1991,p.606;ライブツィヒ市戸籍部回答 (生没年はこれに
従う) ;ザクセン州立ライブツィヒ文書館付属ドイツ系譜学センター回答.

(注2)新見 1969,p200.

CZO) ゾンダ-マン (PeterSONDERMANN,1920-)

彼は ドレースデンで生まれ,1936年から39年まで同市の邦立交響楽団

(シュクーツカペレ)付属音楽学校で学んだ.38年から同校在籍のまま同交

響楽団の打楽器奏者となり,大戦従軍の後,45年から85年まで同交響楽団の

主席打楽器奏者となった.同時にドレースデソ音楽大学で打楽器を教授し

た.88-93年に NHK交響楽団の客演団員となり,96年にも来日した(1).

(注1)NHK交響楽団回答.

倒)テンツレル (TENZLER(?),名は不軌 1877-1???)(テンツラー)
生地不明の彼は,ケムニッツ市の ｢セキジセ ･マシーネン･フアブ1)キ｣

あるいは ｢ゼクジツシ- ･マシーネソ･ファブリック｣の技師で,内務省 ･

千住製紙所の創業,紡毛枚と織機の据え付けのために日本に派遣され,

1878-79年に雇用された(1).ヶムニッツ市立文書館の回答によれば,彼の姓

と名を刊行住所録で確定することも,その後の彼の消息を同市で辿ることも

できない.マルティンの項を参照.

(注1)千住1928,pp4-5,36;岡本 1983,pp.59,63,76.

磨)ナウマン (EdmundNAUMANN,1854-1927)

彼は中部ザクセンのマイセン市で,同市建設技師長の子として生まれた.
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ドレースデソ工業専門学校を経て,1874年に古生物学の論文によってミュン

ヒェソ大学哲学博士となった.75年に日本に招噂され,文部省金石取調所勤

務,76年から開成学校 (東京),さらに東大理学部地質学教師となった.79年

から内務省地理局地質課 (82年から農商務省地質調査所)技師長に転じて,

日本列島の地質調査に従事した.まず,調査担当者に調査の指針を与えるた

めに,彼は ｢東奔西走｣して,大まかな日本地質図を作成し,その解説とし

て ｢日本列島構造 ･起源論｣を書いた.彼は85年に帰国して,87年にミュソ

ヒェソ大学講師となり,98年に退職し,いくつかの鉱山会社に関係した.彼

の指導の下で作成が開始された日本地質地図は,100万分の-のものがよう

やく98年に完成し,1900年のパリ万国博覧会に出品された.それより前,86

年から87年にかけて彼は日本人論について,ドイツ留学中の森鴎外と論争し

た.彼の日本列島構造論に関しては東大教授原田豊吉 (画家原田直次郎の

兄)が87-90年に批判し,ナウマンは90-93年に厳しく反論した.彼はフラ

ンクフルト･アム･マイソで没した.日本の地質に関するナウマンの業績

は,ナウマン (山下昇 ･編訳),『日本地質の探究』,東海大学出版会 1996に

まとめられている(1).ナウマン関係資料の多くは現在,糸魚川のフォッサマ

グナミュージアムに展示されている(2).なお,1943年 (!)にも日本鉱業会名

誉会員とされている E.Naumannは,彼であろう(3).

(注1)武内 1995,p.278;山下 1991(1),pp.57-59;山下 1992(2),pp.48-56;山下

1992(3),pp.51-54,63;山下 1992(4),pp37-49;池守 1993,pp.48-52:山下 1993

(1),pp.209-226;山下 1993(2),pp.48-49;山下 1993(3),pp.937-939,942-948;山

下 1995,pp.245-267;小堀 1969,pp.185-293;五十嵐 1986,pp.147-159;山崎

1989,pp.151-174.

(注2)竹之内 1995,pp.67-69.

(注3)鉱業会 1943,p.10.

C3) ナホ･tJド(OskarNACHOD,1858-1933)(ナーホ ト)

彼は商人の子としてライブツィヒで生まれ,1876年に商業学校を卒業し,

2年あまり欧米各地を旅行した後,家業に従事した.94年にベル1)-ソ大学

に入学して,-ーグでオランダ東インド会社の文書を研究し,ロシュトック
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大学哲学博士となった.1926年に来日し,金銀島探険について講演した.著

書として,『17世紀のオランダ東インド会社と日本の関係』DieBeziehungen

der Niederldndischen Ostindischen KomPagnie zu Japan im 17.

Jahrhundert,Phil.Diss.Rostock1897(富永牧太 ･訳,『十七世紀 日蘭交渉

史』,義徳社 1956- 『天理図書館参考資料 5』) ;『未発見の黄金国』Ein

unentdecktesGoldland.EinBeitragzurGeschichtederEntdeckungenim

nordlichenGroBenOcean,Tokyo1900;『日本史』GeschichteyonJapan,

Bd.1,Gotha1906(Urzeitbis645n.Chr.)(1);Bd.2,Leipzig 1930(Die

Ubernahmed.chimes.Kultur645bisca.850);『日本帝国関係欧文文献 目

録』BibliographieyonJapan.1906-1926.Enth.e.ausfiihrl.Verzeich.

derBiichera.AufsゐtzeuberJapan,dieseitd.Ausg.d.2.Bdes.V.

Wenckstern"BibliographyoftheJapaneseEmpire"bis1926ineurop.

Sprachenerschiensind,Bd.1I2,Leipzig 1928;Bd.3,Leipzig 1931

(1927-1929) ;Bd.4,Leipzig1935(1930-1932.Ausd.Nachlaf5hrsg.

vonHansPrasent)がある.彼は1930年頃に ドレースデソに移った.38年の

ドレースデン刊行住所録に未亡人が記載されているから,彼の没地は ドレー

スデンであろう(2).また,ライブツィヒ留学中の石橋智信 (後に東大文学部

宗教史教授)を一時,助手としていた ｢ナホッド｣氏(3)は,彼であろう.

(注 1)ベルツは1907年にこの書物の書評を書き,これが内容的に優れているにもかかわ

らず,文章が難解すぎるために,広く一般に読まれないことを,悲しんでいる.シ ョッ

トレンダー1971,p.162.

(注2)武内 1995,p.279;Nachod1897,Lebenslauf;GV(1),Bd101,S.291;GV(2),
Bd93,S.154;Meissner1961,S66:ザクセン州立ライブツィヒ文書館付属ドイツ系譜

学センター回答:ドレースデソ市立文書館回答.

(注3)新見 1969,pp.202-203.

朗 ネット- (CurtNETTO,1847-1909)

彼はフライベルク市で,同地の鉱山監督の子として生まれ,フライベルク

鉱業大学を1869年に卒業した.普仏戦争に従軍し,南ザクセンのシュネ-ベ

ルク市の染料会社で化学技師として勤務した後,73年に秋田県小坂鉱山の技
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師に招かれ,77年に東大理学部採鉱冶金学教師に転じた.85年に帰国するま

で,多くの優れた学生を育成するとともに,日本鉱山業の振興策を提示し,

さらに,日本の採鉱 ･冶金学界と母校フライベルク鉱業大学との関係を密に

した.- 帰国の途次,彼は,日本滞在中に預金していた中国の銀行の破産

を知った.彼はパリで東京時代の友人バイア,ベアあるいはパイル (Martin

MichaelBail,1841-1904.1870年から85年まで大体において東京滞在.一時

は東京駐在名誉領事.バイア商会 [FirmaBai一&Co.]社主)とその義兄弟

ビング (SamuelBing,1838-1905)に会った.80-81年に日本に滞在し,ベ

ルツなどとも会食したビングは,ネットーに勧められて,日本の美術とくに

浮世絵に関心を抱くようになっていた.優れた水彩画家でもあったネットー

は,彼が収集していた多数の浮世絵を,銀行破産のためにパリでビングに売

却した (ネットーの遺品の中に浮世絵はまったくなかった).70年代の初め

から東洋の物産を輸入し,パ1)で販売していたビングは,86年から (一説で

はすでに75年から)日本の美術品を取り引きするようになった.彼の店に

紘,ゴソクール兄弟など多くのジャボニザソが集まった.とくに画家ゴッホ

はここで浮世絵を研究し,ビングから借りた浮世絵でもって,パリで最初の

浮世絵展を-カフェで開いた.ヨーロッパ美術に対するアジアの影響の最初

のもの,｢中国趣味 (シノアズ1)-)｣にヴァ-グナ- (後述)がいくらか関

与していたとすれば,第2回目のそれ,｢ジャポニスム｣にはネット-がなに

がしか関連しているわけである.- ところで,上記バイアは日本軍へのク

ルップ社の武器の販売を仲介しており,ネットーをクルップに紹介した.こ

うしてネットーは87年からクルップ社で,彼自身の特許に基づいてアルミニ

ウムの精錬を開始した.しかし,ネットーは,彼の精錬方式よりも優れた電

解方式が開発されると,クルップ社を去った.90年頃に彼は,フライベルク

の恩師ヴィソクラー (ClemensWinkler,1838-1904)教授の推薦で,鉱物商

人の設立した,フランクフル トの ｢メタルゲゼルシャフト｣MetallgeselL

schaftの技術部門の責任者となり,97年には,この部門を分離して設立され
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た会社の社長に就任した.米国からロシアまで各地を視察旅行 してきた彼

は,1902年に技術者としての活動を停止し,上記 ｢メタルゲゼルシャフト｣

の監査役に就任した.彼は1889年からフランクフル ト･アム ･マイン市に住

衣,同市で没した.ただし,同市の刊行住所録には,彼は1904年からネッ

トー-ノートヴァソグ Netto-Nothwangの姓で記載されている (Nothwang

は夫人の旧姓).- 彼の専門的著作に,今井巌 ･ほか訳,『日本鉱山編』,東

大 ･刊 1880(復刻,三枝博音 (宿),『日本科学古典全集』,第9巻,朝日新

聞社 1942) ;｢鉱業試験所設立ノ必要｣,『日本鉱業会誌』,33-34号,1889な

どがある.日本の風俗習慣に関 しては,『日本の紙の蝶 々[折 り紙]』

papier-SchmetterlingeausJapan,Leipzig1888(1)(水彩画を含む)(東野紅-

による部分訳と絵57点は鹿島卯女 (編),『明治の夜明け- クル ト･ネッ

トーのスケッチより』,鹿島出版会 1974,pp.1-88にある),ワグネル

[ヴ ァーゲナ- GottfriedWagener]との共 著 と して ,Japanischer

Humor,Leipzig1901(高山洋書 ･訳,『日本のユーモア』,刀江書院 1971)

がある(2). - なお,上記バイアは,1879年に小銃実包製造機械などを受

注 ･納入し,80-81年には東京砲兵工廠の ｢金属薬簡機械建設 ･運転活用｣

のために雇用された ｢器具機械類の輸入商｣,｢ペール社主｣｢ペール｣(陸軍

雇独通人,個人略歴)である(3).

(注1)これは古い日本関係文献の中で最も優れている.Meissner1961,S.47-48.

(注2)武内 1995,p.283;鎌田 1943,pp.42-59;吾妻 1974,pp.134-136,144-146,

149-155;大島1980,pp209-211,225,229-242,273;瀬木 1981,pp.510-511;池
上 1981,pp.515-516;宮島1984,pp.3-14;植田 1987,pp22ト222:植田 1990,

ppll-12;SchiffneT1938,S.84-87;Cu一tNetto1981,S6-ll;Rauck1988,S386-
387:フランクフルト･アム･マイソ大学図書館回答;フランクフル7.1アム･マイン

市史研究所回答.

(注3)Rauck1988,S387.なお,中村1973,pp.146-147,235ではベールとされている.

彼はそのほかに,80年に大阪砲兵工廠製砲所の建設を依頼されたが,知人を紹介した.

eS)バイアー (JohannesAlbertBEYER,1874-197?)

彼はベルギーのアントウェルペンで生まれた.1908年8月にザクセン陸軍
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省は,上記シュテヒャ-と同じように,彼 (第8歩兵連隊中尉)の大尉 (第

7歩兵連隊)昇進と,2年間の日本派遣を決定した.彼は同年12月初めには

東京に到着し,最初の1年間はドイツ公使館付きとなり,2年目には日本の

部隊 (所在地不明)に配属されるべきである.彼は1909年の 『ザクセン国政

便覧』において,上記第7歩兵連隊 (ライブツィヒ)所属,日本勤務とされ

ている.なお,第8歩兵連隊の駐屯地もライブツィヒであった.彼は1914年

には第7歩兵連隊の大尉であった.1914年以後の消息は不明である(1).

(注1)SAD,Nr.4733;SHB1909,S.454-455;SHB1914,S.416;ザクセン州立中央文書

館回答.

鍋 ハイゼンベルク (WernerHEISENBERG,1901-1976)

ビザソティン学者,後のミュソヒェソ大学教授の子としてヴェルツブルク

市に生まれた彼は,ミュソヒェン大学を卒業し,1924-25年にコペン--ゲ

ンのニールス･ボーア教授の下で研究した後,量子論を発展させ,不確定性

原理を確立するとともに,27年から41年までライブツィヒ大学物理学教授と

して,多くの研究者を養成した (32年度ノーベル物理学賞受賞).彼は社会的

にはナチスに批判的であったが,ドイツのウラン計画に参画した.42年から

ベルリーンの物理学研究所の,55年からミュソヒェソの天体物理学研究所の

所長であり,ミュンヒェソで浸した.23-28年に同じボーアの下で学んだ,

理化学研究所の仁科芳雄 (岡山 1890-1951)に招かれて,29年に来日し,請

演した (69年にも再来日).理研の関係者など多くの日本人研究者が,ライブ

ツィヒの彼の研究室に留学した(1).

(荘1)朝永 1982,pp.275-276;Kleint1993,S.137-138;DBE1995,S550-551.

を7) ハイネ (WilhelmHEINE,1827-1885)

彼はドレースデンで生まれた.父は宮廷劇場所属俳優であり,当時 ドレー

スデンの宮廷楽長であった作曲家リヒァルTl･ヴァ-グナ-の幼友達であっ

た.子の-イネは同市の美術学校で学び,1845年から3年間パリに留学し

た.パリ二月革命から強烈な印象を受けて帰郷し,ドレースデソ宮廷劇場の
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舞台装置画家となった,ヴァ-グナ-や上記バクーニンと同じように,三月

革命末期の49年 ドレースデソ五月蜂起に参加したが,蜂起が蘇圧されたため

に,ハイネはパリに亡命し,さらに同年秋,米国に渡った.米国国籍を取得

して,52年に米国海軍にはいり,ペ1)-提督の日本派遣艦隊に,提督付き下

士官として参加した (1853-55年).彼が措いた絵のいくらかは,ペリーの公

式報告書に収められた.59年に彼はベル リーンに赴き,オイレンブルク

(FriedrichzuEulenburg)伯爵を全権公使とする,プロイセンの東洋派遣使

節団 (59-62年)のスケッチ画家となった.アメリカ公使-リスは通訳官

ヒュースケンを派遣して,オランダ語によるプロイセン使節団の対幕府交渉

を援助した.-イネは,オランダ語に堪能であったが,使節団によって無視

された.また,日普修好通商条約締結の交渉が60年9月から半年にも及んだ

ので,この間-イネは陸上で多くのスケッチを措いた.しかし,彼の措いた

スケッチと撮影した写真は,同使節団の公式報告書におそらく収録されてお

らず,彼は画家としても無視された.61年 1月にヒュ-スケンが湊夷派の薩

摩浪士に襲撃されて,アメリカ公使館に担ぎ込まれた時,最初に駆け付けた

ドイツ人が-イネであった.条約締結後の5月にノ､イネは,中国でプロイセ

ン使節団と別れて,長崎 ･横浜経由でアメリカに向かった.南北戦争が勃発

していたので,三月革命挫折後アメリカに亡命していたドイツ人の多くと同

じように,-イネは北軍に投じ,最後には准将にまで昇進した.戦後はパ

リ,次いでリグァプールの領事に任ぜられた.71年のドイツ帝国成立後,彼

は故郷に帰り,ドレースデソ近郊レースニッツ (Lof3nitz)村で没した.著作

として,『世界周航日本への旅』Reiseum dieErdemachJapan,anBord

derExpeditions-EscadreunterCommandoreM.C,PerryindenJahren

1853,1854und1855,unternommenimAuftragederRegierungderVerei-

nigtenStaaten,2Bde.,Leipzig/NewYork1856(日本関係部分の翻訳 :中

井晶夫,『-イネ世界周航日本-の族』,雄松堂書店 1983);『日本とその住

民』JapanandseineBewohner.GeschichtlicheRuckblickeundethon0-
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gT･aPhischeSchilderungenyonI,andundL,Cute,Leipzig1860;『北半球世

界旅行』EineWeltreiseumdienbrdlicheHemisphareinVerbindungnit

derOstasiatischenEェPeditionindenJahren1860und1861,2Bde.,

Leipzig1864;『日本.国土と住民の研究』Japan.BeitrbgezurKenntnis

desL,andesandseinerBewohner,Berlin1873,3.Aufl.,unterden Titel:

Japan.Wieeswirklichist,erganztvonM.Klittke,1904(これにはプロイ

セン使節団時代の彼のスケッチ50点が含まれる)がある.しかし,彼の日本

関連記述には誤りが多い,とされている(1).

(荘1)武内 1995,p･289;宮永 1993,pp.57-60;佐藤 1985,pp.80-99;中井 1969,

pp.370-371;中井 1983(1),pp.26-45;中井 1983(2),pp363-398;今宮 1971,pp.

57-58,71,210-212,216,223-225;佐藤 1988(1),pp,891101;佐藤 1988(2),p.87:宮
永 1986,pp.185,190.

鯛 ハース (HansHAAS,1868-1934)

彼はバイエルンのドンドルフ (Donndorf)村で建築家の子として生まれ,

-ルラングソ大学で神学と古典哲学を学んだ.東洋話語の研修を2年間受け

て,1898年に来日し,ドイツ福音教会牧師 (東京と横浜),また,新教神学校

(東京)校長となった.1903年には東大文学部でドイツ語を教えた.同年に

シュTtラースブルク大学から神学博士の学位を取得した.09年に帰国して,

15年にライブツィヒ大学神学部教授となった.論文,｢天理教.現代日本の複

合的新宗教上 "Tenrikyo:einneuessynkretistischesReligionsgebildeim

JapanunsererTage",in:MissionskundeundReligionswissenschaft,Bd.

25,1910(富永牧太 ･訳,『天理教』,天理図書館 1933- 『天理図書館参考資

料 2』),著書,『日本キ リス ト教史』GeschichtedesChristentumsin

Japan,Tokyo1902;『日本仏教の諸宗派』DieSektendesjaPanischen

Buddhismus,Heidelberg1905など,日本の諸宗教 (神道,儒教を含む)につ

いて,多くの著作を発表し,ライブツィヒで没した(1).

(琵1)武内 1995,p.298;富永 1933,pp.1-3,'大久保 1976,pp.91-93,i-ii,'NDB,

Bd.7,S,375.GV(1),Bd39,S.192;GV(1),Bd53,S.39.
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位9) ハミッチュ (HorstHAMMITZSCH,1909-1991)

彼は,建築家の子として,そして,ア ドルフ ･ヒトラーの義弟の甥とし

て,ドレースデンで生まれた.1929年からライブツィヒ大学で学び,『倭姫命

世記』Yamato-HimeNoMikotoSeiki.BerichtiLberdenErdenwandel

lhrerHoheitderPrinzessinYamato.EineQuelleZurFr滋hgeschichteder

Shinto-Religion,Diss.Leipzig1937によって哲学博士となった.33年から八

高 (名古屋) ドイツ語講師,41年からライブツィヒ大学助教授 ･日本学研究

所所長 (44-45年には同教授),大戦後にはミュソヒェソ大学を経て,66年か

らボーフム大学日本学教授となった.最後の住所はヴェストファーレンのユ

ニガ-p- (Ennigerloh)であったが,没地は不明である.代表的な著書と

して,『茶道における禅』ZeninderKunstderTee-Zeremonie,1977;

7.Aufl.,MilnChen1994(これは英語,ポル トガル語,オランダ語に翻訳され

た),編著として,『日本便覧』Japan-Handbuch,1981,3.Aufl.,Stuttgart

1990がある(1).

(荘1)Hammitzsch1937,Lebenslauf;KurschnersKalender1992,S.1236-1237;Worm
1994,S.174-178;テユービングソ大学回答;ボーフム大学回答.

(30)ハルティヒ (GeorgHARTIG,18??-1???)
生地不明の彼はドレースデソの羊毛紡績工業の代表として,1896-97年の

アジア通商視察団 (シャンツの項を参照)に参加した(1).ただし,ドレースデ

ソ市立文書館からの回答によれば,彼の名は1894-1905年の刊行住所録に記

載されていない.

(注1)Rauck1988,S245.

㈹ ヒルゲンドルフ (FranzHILGENDORF,1839-1904)

彼は商人の子としてブランデンブルク州ノイダム (Neudamm)市で生ま

れ,1863年にテユービングソ大学で哲学博士の学位を得た.ベルリーン動物

学博物館 ･館員などを経て,71年に,当時 ドレースデソにあった皇帝レオポ

ル ド･カルル記念 ドイツ自然科学院 (KaiserlicheLeopoldinisch-Carolinische
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DeutscheAkademiederNaturforscher)の図書館長となり,ドレースデソ工

業専門学校動物学講師を兼ねた.73年に東京医学校 (東大医学部の前身)予

科教師として来日し,76年まで動物学などを教授した.彼は74年夏の北海道

旅行の際に,旧秋田藩士による函館駐在 ドイツ領事--バー (Ludwig

Haber,1843-74)の暗殺に遭遇した.帰国後は再びベルリーン動物学博物

館 ･館員,80年には主事となり,没するまでその職にあった.彼は93年には

教授の称号を与えられた.彼の動物学論文のあるものは,日本滞在中に収集

した標本を基にしている(1).

(注1)武内 1995,pp.341-342;磯野 1986,pp.25-35;上野 1991,pp.343-351;官永

1993,pp.41ト412;Weltner1906,S.卜 肌

(32) フェルマー (HelmutFELLMER,1908-1977)

彼はドレースデンで生まれ,1928年に ドレースデソ音楽大学を卒業し,

ヴァイマルのドイツ国民劇場 ･副指揮者,テユーリングソ邦立アルテソブル

ク劇場指揮者を経て,38年から45年 8月まで東京音楽学校教師 (指揮法およ

び作曲)となった.帰国後は州立カッセル劇場指揮者,グッパータール ･

ゾ-リンデン市立劇場指揮者,プレーマ---フェソ市立劇場指揮者を経

て,65年から74年まで-ンブルク州立歌劇場の合唱指揮者であった(1).

(注1)音楽大事典 1982,p.2076;音楽辞典 1991,p.1568;高野 1974,pp.116-117

(Farmer);KurschnersHandbuch1956,S.1641165;東京芸術大学回答 :プレーマ-

-ーフェソ市立文書館回答 ;-ソブルク州立歌劇場回答.

(33) フープリヒト(ManfredHUBRICHT,1930-)

彼は電工の子として ドレースデソに生まれ,同市の高等学校を経て,

1949-53年にベル1)-ソ･フンボルト大学で日本学などを学び,53年に-ソ

ブルク大学に移 り,『正岡子規の俳論』DieHaikurPoetikdesMasaoka

Shiki,Diss.Hamburg1955によって哲学博士となった.寺山修司の長編小説

『ああ荒野』(現代評論社 1966)の翻訳 .‥vormeinenAugen.‥eine

Wildnis.../Romanを,71年にFischer出版社 (Frankfurt/M.)から出版し
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た.72175年に岡山大学法文学部の,75-80年に京大教養部の,ドイツ語担

当外国人教師となった.85年に京都産業大学世界問題研究所 ･教授となり,

87年から同大学法学部 ･教授 (法社会学)に転じた(1).

(注1)文部省 1972,p.1050;文部省 1974,p.1140:文部省 1975,p.978;文部省

1979,p.1250;大学職員録 1985(2),p.1134;大学職員録 1987(2),p.1189;大学磯貞

操 1996(2),p,1091;-ソブルク大学図書館回答;寺山修司記念館回答.

銅 ブラッケ (JohanGeorgFLACKE,17??-1777)

彼はライブツィヒ出身で,1785-86年に長崎 ･出島蘭館の上級医師であっ

た(1),それ以外のことは不明である.なお,JohanはJohannであろう.ただ

し,ザクセン州立ライブツィヒ文書館付属 ドイツ系譜学センターによれば,

ライブツィヒ市の教会記録簿に Flacke姓の家族は記録されていない.

(注1)Kraas1992,S.6.

(35)フランク (LouisFRANK,1886-1973)

彼は商人の子としてライブツィヒで生まれ,1909年に化学に関する論文で

ベルリーン大学哲学博士となり,10年に同大学工芸学助教,13年に来日し

て,小樽高商 ･講師となり,13年間,商品学と商品実験を,後にはドイツ語

や英語を教授した.彼は,我が国における商品理化学の実質的創始者であっ

た.26年から山梨高等工業 ･講師となり,17年あまり電気化学とドイツ語を

教えた.43年にユダヤ系として実質的に罷免され,後には収容所に収容され

た.49年に米国に移住して,アーカンソー州のフィラソダー ･スミス ･カ

レッジ教師となり,サンフランシスコで没した(1).

(注1)武内 1995,p.380:斎藤 1985,pp.17-18;フランク先生 1986,p.52;石井

1986,p.71;鎌倉 1990,pp.46-47;Frank1909,Lebenslauf.

(36)ヘリテルあるいはヘルテル (Fritz[Friedrich]HARTEL,1877-1940)

(ヘルテル)

彼は建築家の子として西南ザクセンのプラウエソ (Plauen)市で生まれ,

ミュソヒェソ大学などで法学と医学を学び,ミュソヒェソ大学で医学博士の
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学位を得た.1913年から-レ大学外科教室に医局長として勤務 (17年に教授

資格取得)したのち,22年に来日して,大阪医大 (阪大医学部の前身)請

師 ･第-外科主任として,多くの優れた医師を養成した.講義のドイツ語は

ザクセン謙 りが甚だしかったという.30年に帰国して,ベルリーン市立オス

カル ･ツィ-テン病院 (stadtischesOskar-Zieten-Krankenhaus)外科部長と

なり,リヒテンベルグで没した(日.

(注 1)武内 1995,pp421-422;-ルテル先生1950,pp.16-17,19,28,69;Wer1935,
S.577.このリヒテンベルクは,旧東ベルリーン市の一部のLichtenberg(Brockhaus
1990,S.365)であろうか .

(38 ベルツ (Erwin(1905:Yon)BALZ,1849-1913)

彼は西南 ドイツのビーティヒ-イム (Bietigheim)市で建築家の子として

生まれ,1866年にテユービングソ大学入学,69年にライブツイヒ大学に転

じ,内科教授カルル ･ヴンダーリヒに師事した.72年に博士号を取得し,ヴ

ンダーリヒの助手,次いで,76年に誇師となった.その76年に東京医学校

(東大医学部の前身)教師に招聴された.80年代後半に,東京生まれの荒井

はつ (後に花と呼ばれた)と結婚した.ベルツはルター派であったので,

1905年,日本を離れる直前に,花はルター派の洗礼を受け,ベルツ夫妻は改

めて教会で結姫式を挙げた.これを執り行なった牧師は,上述の--スであ

る.ベルツは東大に26年間勤務して,日本医学の父と称された,1902年に東

大を退任したが,さらに3年間,宮内省侍医を勤めた.彼は日本滞在中に寄

生虫病,脚気 (彼はこれを伝染病と考えていた),温泉の効用,日本人の人類

学的特徴などについて,多くの著書 ･論文を発表した.彼は外国人としては

破格の旭日大綬章を05年に授与されて,帰国し,主として民族学者として活

動し,シュトゥッtガルT.で没した.彼の日本研究の成果は 『ベルツの日

記』(岩波文庫)に記録されている.彼は,日本で収集した美術 ･工芸品を,

シュtゥットガル トのヴユルテンベルク邦立産業博物館とベルリーンの民俗

博物館に寄贈した(1).なお,『ザクセン国勢便覧』では,彼は1894年まで継続
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して,ライブツィヒ大学医学部講師と記載されている(2).

(注 1)武内 1995,pp.424-426:ショットレンダー1971,pp.27-34,73-82,9ト121,

124-176;ヴェスコヴィ1974,pp.12114,44-47,56,64-65,70-73,92,9と卜96,

106-109,129,144-147(著作目錠) ;安井 1995,ppll-13,14-15:23-26,28-33,

35,189-198,316-318,358,361-362,367,370-421;NDB,Bd.1,S.520,Vianden

1985,S.134.

(荘2)Vgl.SHB1894.S597

(38)ベルリーナ- (Siegfried[Sigfrid]BERLINER,188411961)

彼は商業学校校長の子として北 ドイツの-ノーファー市で生まれ,ライブ

ツィヒ大学などで数学と経済学を学び,鋳鉄の負荷反応に関する論文で1906

年にゲッティンゲン大学哲学博士となり,08年にライブツィヒ大学講師と

なった.13年に東大法学部教師に招かれた.14年に彼は第一次大戦のために

帰国したが,20年に再び来日して,東大経済学部 ･国際金融論教師となっ

た.25年に帰国して,ライブツィヒの ドイツ-ロイド生命保険 ･重役 (38年

まで)となり,27年からはライブツィヒ商業大学教授を兼任した.彼は38年

に米国に亡命し,39年にワシントン特別区の-ワード大学教授となり,シカ

ゴなどの保険会社の重役を兼ねた.52年に名誉教授となった後,オレゴン州

フォレストグロウヴ (ForestGrove)で没した.著書として,『日本輸入貿易

の魁織と経営』OrganisationundBetriebdesjaPanischenlmporthandels,

Hannover1920がある(1).

(注 1)武内 1995,p.428;東大 ･経済 1976,pp622-623,1123-1124:Berliner1906,

Vita;Strauss1983,pp.93-94.

(3g) ベ-レント (MartinBEHREND,186511926)

彼はプロイセン東部のケ一二ヒスベルク市近郊で生まれ,ライブツィヒ大

学などで学んだ後,ドレースデソで統計実務家として,次いで,ツィッタウ

市で商工会議所書記として勤務した.1896年にマクデブルク商業会議所法律

顧問,1909年にマン-イム商業大学経済学教授となった.彼は13年に来 日

し,満鉄 ･調査部 ･顧問,ドイツ東アジア博物学 ･民族学研究協会 (OAG)
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会長となった.第一次大戦の勃発のために帰国して,旧職に復帰し,同地で

没した(1).

(注1)Who1915,p.5;Wer1922,S85186;Schott1926.S.3,5,9,ll.

¢0) マイステル (Georg[George]MEISTER,1653-1713)(マイスター)

彼はテユーリングソのゾンダース-ウゼン (Sondershausen)市で生まれ,

1675年からザクセンのフォン ･エーバーシュタイ ン (AlbrechtYon

Eberstein)元帥に庭師として仕えた後,77年にオランダ東インド会社船でア

ジアに出航した.ドイツ人 (カッセル出身)医師で,植物収集家のクライ

アー (AndreasCleyer,1634-97/98)は,オランダ東インド会社の長崎商館

長として1682-83,85-86年に二度来日した.二度とも彼は庭師としてマイ

スターを同行させた.二人は植物を採集し,あるいは,日本人から多くの植

物園を入手し,植物の利用法について質疑応答を重ねた.マイスターは88年

に帰郷し,89年にはザクセン選帝侯 (94年からはアウグスト強健侯)の ｢東

洋風造園家｣に任ぜられて,ドレースデンの庭園の外来植物の管理を委ねら

れ,没するまで,その職にあった.彼の書物,『東洋-インド風造園家』Der

OrientalischJndianischeKunst-undL,ust-Gartner,Dresden1692は版を重

ね,1731年に第5版が出版された (復刻版 Weimar1972).この書物の植物

園はその後しばしば引用された.また,この書物は,簡単な独和辞書と独和

対照会話文を含み,仮名と数字の日本語発音を示している(1).

(注1)宮永 1993,pp.30-31,33:ADB,Bd.21,S.254;Michel1986,pp.1-50(独和会話

文の詳細な分析を含む).

(4D マルチン (C.F.MARTIN,1832-177?)(マルチィン)

生地不明の彼は,上記テンツラーと同じように,チユムニク (ケムニッ

ツ)市の ｢セフジセ磯械製造場｣あるいは ｢サキソニー (あるいはサキソ

ン)器械製作所｣あるいは ｢ゼクジツシ- ･マシーネソ･ファブリック｣の

機械技師であった.まず,1876年から77年まで内務省 ･新町紡績所 (群馬

県)で,次いで,77年から79年まで内務省 ･千住製錬所で,同社製の蒸気磯
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閑 (新町で40馬力,千住で70馬力)据え付けを指導した(1).この壊械製作所が

(秩)ザクセン機械製作所 SachsischeMaschinenfabrikA:G.であるとすれ

ば,これは,-ル トマン (RichardHartmann,1809-1878)が創設した,当

時のザクセンで最大の機械製作工場であった(2).陸軍省小銃製造所 (東京)

に1923年に使用されていた工作機械の中で,購入時期最古 (1872年)の旋盤

2台とフライス盤 2台を含め,1892年 (大部分は1881年)までに合計28台を

納入した ｢リシャル ド･-ントマン(3)｣は,この工場のことであろう.また,

千住製紙所は創業に当たって,ケムニッツの ｢サツキセソ号織機製造場｣あ

るいは ｢ゼクジツシ- ･ウエブスツール ･ファブリック｣から紡毛機 6台,

整紡機 6台と織機42台を購入し,マルチィソほテンツラーとともに横桟の据

え付けを指導した(4).ヶムニッツ市立文書館の回答によれば,マルティンの

名を同市の刊行住所録で確定することも,同市におけるその後の彼の経歴を

知ることもできない.なお,東京砲兵工廠における80-81年の機械据え付け

に関して,ペールあるいはベール (ネットーの項を参照)とともに同工廠に

出入りしたが,陸軍省 ･雇いかどうか不明の ｢機械師マルチン｣(陸軍雇独通

人 ･一覧表)は,上記マルティンと同一人物であろう(5).

(注1)陸軍雇独通人,個人略歴;千住 1928,pp.4,36:岡本 1983,pp.29-30,34,42-

,
田
沢

60

季
長

,
)

)

44

2

3

併

催

36 76,137,141,144-146,158,181

1994,p.64.

1953,pp.393-394.さらに,幸田1994,p90を参照

(注4)千住 1928,pp.4-5;岡本 1983,pp.30-34,42,59.

(注5)中村 1973,p.239.

(42) ミュラー (MaxMULLER,1870-1977)

彼は農業者の子として南ザクセンのマルバッ- (Marbach)村で生まれ,

父の遺産の農場を経営した後,1898年にライブツィヒ大学農学士となり,翌

99年まで同大学獣医学研究所助手を勤めた.さらにベル リーン大学とベル

1)-ソ農業大学で学び,1903年に哲学博士の学位,07年に教授資格を得た.

04-08年にはベルリーン農業大学助手であった.11年に東北大学農学部 (礼
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幌) ･畜産学教師に招かれた (14年まで)(1).帰国後の消息は不明である.棉

国直後の彼の論文,｢北海道あるいは蝦夷の研究｣ "BeitragezurKenntnis

derInselHokkaidooderJesso",in:ZeitschriftderGesellschaftfiir

ErdkundezuBerlin,Jg.1915116,では,ベルリーン農業大学講師と記され

ている.この大学は,フンボルト大学文書館の回答によれば,後にフンボル

ト大学農学部となったが,同学部の文書は第二次大戦の戦災で失われた.

(注1)Muller1903,Curriculumvitae;北海道大学北方資料室拭答.

(43) メッゲルあるいはメッツゲル (AdolfMEZGER,1877-1899)(メツ

ガー)

彼は-イデルベルク市の医師の子として生まれた.1856年から58年までフ

ライベルク鉱業大学で学んだ後,彼はロシアのオレンブルク (Orenburg)で

鉱山官吏として働き,78年から82年まで工部省お雇い外国人として秋田県阿

仁鉱山の近代化を指導した.82年の夏には,三菱商会吉岡銅山 (岡山県成羽

町)の近代化に関与した.同年9月から翌年まで約 1年間,一時帰国中の

ネッTt- (上記参照)の代理として,彼は東大理学部で採鉱 ･冶金学を講義

した.83年の帰国から85年まで,西南ザクセンのツゲィッカウ市で,90年か

ら米国で活動した.没したのはフライベルクである.論文として,｢阿仁の気

象｣`̀TaglichemeteorogischeBeobachtungenfilr1880-1881,angestelltin

Ani",in:OAGM,H.25,1881,H.27,1882;｢日本鉱山 ･冶金論｣E'Einiges

uberBergbauundHdttenweseninJapan",in:OAGM,H.30,1884があ

る(1).

(注 1)武内 1995,p.490;舌城 1981,pp.367-372,374;八田1982;大塚 1985,pp.9-

12;植田 1990,p.ll;藤原 1995,pp.98,100;フライベルク鉱業大学文書館回答.

VglSchiffner1935,S.113.

(44)モスレ(AlexanderGeorgMOSLE[MOSL豆],1863-1949)

彼はブレーメン市の商人の子で,1884年に東京に来て,最初はドイツ系企

業に勤務し,88年に自立した.クルップ社とベルギーのコックリル社の代理
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人として,日本の弾薬輸入において重要な役割を果たした.1907年に帰国し

て,ライブツィヒに住み,日本の名誉領事となった.1935年に米国に移住

し,ニューヨークで没した.著作として,｢日本と世界政策におけるその地

位｣"JapanundseineStellunginderWeltpolitik",in:Meereskunde,Bd.

ll,Berlin1917などがある(1).

(注1)Rauck1988,S.75,387-388,483.

(45)ヤーン (ErwinJAHN,1890-1964)

彼はライブツィヒで生まれ,1909年からライブツィヒ大学で哲学と歴史を

学んだ.14年にライブツィヒ大学から学位を取得し,同市実科商業学校教授

兼ライブツィヒ大学新聞研究所講師となった.彼は24年に来日し,山口高,

静岡高 (この時から東大文学部講師兼務),一高でドイツ語を教授した.39年

から京大文学部講師兼三高講師となった.51-59年には南山大学文学部教授

であった.離日後,南 ドイツのトl)-ア市に隠棲した.彼は日本文化,とく

に俳句を愛した.著書に,『日本と三人のドイツ人- ケーベル,シーボル

ト,ベルツ』(白水社 1943年)などがある(1).

(注1)武内 1995,p.505;星野 1985,pp.81-82;古賀 1980,pp.199-207.ただし,彼の
学位論文 Jahn1914,Vitaには,父の職業が記載されていない.

(46) ユーバーシャール (Johannes[Hans]UBERSCHAAR,1885-1965)

彼はマイセン市で商人の子として生まれ,1906年からライブツィヒ大学で

学び,『日本における天皇の地位』DieStellungdesKaisersinJapan,Diss.

Leipzig1912によって哲学博士の学位を受けた.12年に来日して,大阪高等

医学校のドイツ語 ･ラテン語教師となった (14年まで).19-30年に再び大

阪高等医学校教師,25-32年には京大文学部講師となった.彼は32年に帰国

して,ライブツィヒ大学教授,同大学日本学研究所 ･初代所長となった.37

年にナチスを避けて来日し,天理外国語学校講師,39年から甲南高校講師と

なり,52年から死去するまで,甲南大学文学部教授であった.著書に,『日本

政治の特性』DieEigenartderjapanischenStaatskultur,Leipzig1925;
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『芭蕉と奥の細道』Basho(1644-1694)undseinTagebuchOkunohos0-

miti,Tokyo1935などがある(1).

(注1)ユーバーシャール教授 1968,pp,iv-V;GV(2),Bd.135,S.40-41;Uberschaar

1912,Lebenslauf.

(姉 ユンケル (EmilJUNKER,1864-1927)(ユンカー)

彼はザクセン (詳細不明)で生まれ,1886年に来日して,神戸の商会の社

負,間もなく四高 (金沢)のドイツ語教師となった.さらに,神戸のジャパ

ン･クロニクル紙の支配人を経て,東京に移り,一高,独逸学協会学校,拓

殖大学などでドイツ語を教えた.彼は長期に亘って日本のドイツ語教育界に

貢献し,東京で没した(1).

(注1)武内1995,p.509;ユンケル氏 1927,p.361.

(48) レックス伯爵 (ArthurGrafvonREX,1856-1926)

彼は,ドレースデンの南方,ピルナ市近郊の騎士農場ツェヒスタ (Zehis-

ta)を所有する,ザクセンの名門貴族の退役中尉を父として,ドレースデン

で生まれ,ライブツィヒ大学などで法律を学んだ後,1882年にドイツ帝国外

務省にはいった.中国駐在公使を経て,1911年に日本駐在公使となり,第一

次大戦勃発のために14年に帰国,間もなく退職し,スイスのフリムス ･ヴァ

ル トノ､ウス (Flims-Waldhaus)で没した(1)_

(注1)Schwalbe1974,S.75-82;Gotha1909,S.731;Hofmann1901,S.216-217:
Verlohren1910,S.432.

(4g) レーンホルム (LudwigHermannLC)NHOLM,185411928年以後)

彼 (旧姓 SCHMIDT-LONHOLM)は,西南ザクセンのマルク-ノイキル

ヒェソ (Mark-Neukirchen)市で生まれ,1878年にライブツィヒ大学法学部

における国家試験に,83年に第二次試験に合格して,ペ-ガウ (Pegau)区

裁判所の判事補に,85年にはライブツィヒ地方裁判所判事 (98年に同地方裁

判所部長の,1906年に枢密参事官の称号賦与)に任ぜられたが,89年に来日

し,独逸学協会学校の法学教師となった.90年から東大法学部 ドイツ法教師

-148-



来日したザクセン関係者 149

となり,その後21年間在職した.彼はまた,司法省顧問を兼任し,日本の民

法 ･商法 ･刑法などを英語 ･ドイツ語 ･フランス語に翻訳 した.BiLr-

gerlichesGesetzbuchf立rJapan,3Bde.,Tokyo1897-98;TheCivilCode

ofJapan,Tokyo1898;TheCommercialCodeofJapan,Tokyo1899;

JapanischesHandelsgesetzbuch,Tokyo1899;Codedecommercedel'em-

pireduJapon,Tokyo/Paris1899;Codecivildel'empireduJapon,

Tokyo/Paris1902;DasneuejaPanischeStrafgesetzbuch,Yokohama

1907;Codepanaldel'empireduJapon,Yokohama1907(1)などである.東

大退職後,米国に移住したが,1928年にはロサンジェルスで経済的に困窮し

ていた.その後の消息は不明である(2).

(注1)GV(1),Bd.90,S.145;BLC,Vol.163,p.429,NUC,Vol.338,pp.287-288.

(注2)武内 1995,pp.557-558;SAD,Nr.5156;レーンホルム氏 1928.

60) ワーヘナ-ルあるいはヴァーゲネル (ZachariasWAGNER,1614-

1668)(ヴァーグナ-)

彼は,都市裁判官 (Stadtrichter)の子として ドレースデンで生まれ,鋼版

画家を志して,1633年に故郷を離れ,アムステルダムに赴いた.34年には南

米ブラジルに行って,オランダ酉インド会社の画家とな り,41年に帰郷 し

た.翌年に再び故郷を出て,オランダからインドネシア ･バクビアに渡っ

て,オランダ東インド会社の書記となった.彼は51年にバタビア総督の法務

顧問官に,56-57年と58-59年の2回,長崎 (出島)商館長に任ぜられた.

彼は第 1回江戸参府の際に,明暦の大火に遭遇した.約25年後に出島に来た

マイスター (上記参照)によれば,ヴァーグナ-は短気な ｢育男｣として日

本人になお記憶されていた.61-66年にヴァーグナ-は南アフリカ ･希望峰

植民地の第二代司令官に任命された.68年に,オランダに帰って間もなく,

アムステルダムで没した(1).ォランダ東インド会社は1650年に肥前磁器の輸

出を開始したが,それを本格化させ,とくに,オランダ本国への輸出を開始

(約5,600点で,その45%は五彩磁器)したのは,1659年であった.59年の商
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館長ヴァ-グナ-の送 り状 (合計約34千点)がそれを立証 している(2).

ヴァ-グナ-が57年にバタビアに送った日本磁器の見本 1箱は,本国に転送

された.58年にヴァーグナーは,｢以前には日本人は磁器を中国人から入手

しなければならなかったにもかかわらず上 本年には15隻の中国船が大量の

日本産 ｢粗製｣磁器をアモイに輸出した,と報告している.59年に彼は,さ

まざまな種類の最も美しく最も上質の日本製品を,折々に買い集めてきたこ

と,バタグィアに今回送られるすべての種類の日本磁器に関して,同種の製

品がオランダあるいはバタグィアから買い付けを要求される場合に備えて,

番号を付けた見本 1点を出島に残していること,を報告した.さらに彼は以

下のことも報告した.オランダ人ばかりでなく,中国人も上質の磁器を毎年

求め,船積みすることを知っている日本人は,上質の白色粘土が得られる肥

前地方で,全力を尽くして,磁器を生産し,販売を開始した.彼らが年毎に

技術を改良し,さらに熟達しつつあることも,自分は知っている,と.磁器

見本の一つは,ヴァ-グナ-自身の図案で,青地に銀彩の唐草文を描いたも

のであった.しかも,彼が驚博したことには,それの納入期限より1カ月も

前に,ほぼ同じ種類の磁器が,彼の発注した陶工以外から,出島に移しく運

び込まれたのであった(3).このようにしてヴァ-グナ-は肥前磁器興隆史の

証言者となったが,この肥前磁器が半世紀余り後にヨーロッパ最初の硬質磁

寡-マイセン磁器に影響を与えるとは,彼は想像もしていなかったであろ

う.

(注1)ADB,Bd,40,S.585-586;ザソド71)-Tt1987,pp12-19;Miche11987,S,53-

102(彼の日記と詳細な注を含む) ;ミヒェル 1996(2),pp.87-90.

(注2)山脇 1988,pp.265-266,278,285-288,295,297-298,402.

(注3)ザンドフリート1987,p.16;ヨルグ 1987,pp.43-44;Volker1954,pp.127-

128,132,136-137.さらに,フォルカ- 1981(26),p60;1982(27),pp.64,67;

1982(28),pp.6ト62を参照.
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華族 1996- 霞会館 (蘇),『平成新修 旧華族家系大系』,第1巻,霞会館.

鎌倉 1990- 鎌倉啓三,｢一つの奇縁- ルイス･フラ'/ク先生のこと｣,『歳丘』,68号.
鎌田 1943- 鎌田久明,｢クルト ネットーの日本鉱山業振興策｣,『経済史研究』,29巻3

号.

上村 1984- 上村直己,｢明治初期 ドイツ留学生安東清人｣,『熊本大学教養部紀要 外国

語 .外国文学編』,19号.

加茂 1993- 加茂詮,｢オスカー･コルシェルトと 『日本海塩製造論』｣,日本塩業研究会

(宿),『日本塩業の研究』,22集,日本塩工業会.

木村 1979- 木村毅,『日本に来た五人の革命家』,恒文社.

京都医史 1980- 京都府医師会 (編),『京都の医学史』,思文閣出版.

キリスト教 1988- 『日本キリスト教歴史大事典』,教文館.

鉱業会 1943- 『日本鉱業会会員名簿』,昭和18年版.

幸田 1994- 幸田亮一,『ドイツ工作横桟工業成立史』,多賀出版.

古賀 1980- 古賀保夫,｢E.ヤーン教授の滞日回想｣,『中京大学教養論叢』,21巻 1号.

小城 1969- 小城桂一郎,『若き日の森鴎外』,東京大学出版会.

斎藤 1985- 斎藤要,｢日本における自然科学的商品学の肇明期｣,日本商品学会北海道部会

(宿),『北海道部会二十年史』,所収.

佐々木 1985-佐々木正男,｢フライベルク鉱山学校の日本人留学生｣,『研究紀要』(日本大

学人文科学研究所),31号.

佐藤 1985- 佐藤林平,｢ヰル-ルム･-イネをめぐる諸問題｣,『慶応義塾大学日吉紀要
言語 ･文化 ･コミュニケーション』,1号.

佐藤 1988(1),(2)- 佐藤林平,｢Heuskenの死をめぐって｣,『慶応義塾大学日吉紀要 英語

英文学』,8号,10号.

ザソド71)-T11987-KeesZandvliet(鳥井裕美子 ･訳),｢ザ-1)アス .ワ--ナール

(1614-1668)｣,ワ--ナール展 1987,所収.

シュピース 1934-GustavSpieL3(小沢敏夫 ･訳),『シュピースのプロシャー日本遠征

紀』,奥州書房.
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シュミット1995- GerhardSchmidt(松尾展成 ･編訳),『近代ザクセン国制史』,九州大

学出版会.

ショットレンダー 1971- FelixSchottlander(石橋長英 ･訳),『-ルウィソ フォン ベ
ルツ.日本に於ける- ドイツ人医師の生涯と業蹟』,日本新薬 (樵).

新見 1969- 新見善治,『分け登る歴史学の山路』,新見善治先生頒寿記念刊行会.

瀬木 1981- 瀬木慎一,｢美術商としてのビング』,ビング 1981,所収.

千住 1928- 『千住製紙所五十年略史』,千住製紙所.

宗田 1889- 宗田一,『図説 日本医療文化史』,思文閣出版.

大学職員録(1),(2)- _『全国大学職員軌 (1)国公立大学乱 (2)私立大学篇』,広潤社･

高野 1961- 高野岩三郎,『かっばの庇』,法政大学出版局.

高野 1974- 高野紀子,｢ドイツ人音楽家と日本｣,日独協会 (宿),『日独文化交流の史

実』,日独協会,所収.

武内 1995- 武内博 (宿),『増補改訂 来日西洋人名事典』,日外アソシエーツ.

武智 1997- 武智秀夫,｢ライブチッヒでの衛生学研修｣,『鴎外』,61号.

竹之内 1995- 竹之内耕 ･宮島宏,｢フォッサマグナミュージアム｣,『地質ニュース』,
486号.

東大 ･経済 1976- 『東京大学経済学部五十年史』,東京大学出版会.
富永 1933- 富永牧太,｢著者小伝｣,Hans‖aas(富永 ･訳),『天理教』,天理図書館 (『天
理図書館参考資料 2』),所収.

友田 1978-友田清彦,｢わが国の草創期土性調査事業に関する考察- MaxFescaの先行

者 OscarKorscheltを中心に｣,『農村研究』,47号.

朝永 1982- 朝永振一郎,｢-イゼンベルク教授のこと｣,『朝永振一郎著作集』,第2巻,衣

すず書房.

中井 1969- 中井晶夫,｢解説｣,FriedrichGrafzuEulenburg(中井 ･訳),『オイレンブル

ク日本遠征紀』,(下),堆松堂,所収.

中井 1983(1)- 中井晶夫,｢1849年 ドレスデンの五月蜂起におけるワーグナー,バクーニソ

とW.-イネ｣,『ドイツ語圏研究』,1号.

中井 1983(2)- 中井晶夫,｢解説｣,WilhelmHeine(中井 ･訳),『-イネ世界周航日本-の
旅』,雄松堂出版,所収.

長井 1957●- 長井和雄,『シュプランガー』,牧書店 (長田新 (編),『西洋教育史』,第12

巻).

長崎大 1975-魯林会 (編),『暁星挽く瞬きて 長崎高等商業学校 ･長崎大学経済学部七十

年史』.

長沢 1953- 長沢寸美遠,｢創立50年余の工場に現存する機械の購入された年と製作者｣,

『マシナリー』,1953年4月号.

中村 1973- 中村赴,『新説明治陸軍史』,梓書房.

日本軍 1971- 日本近代史料研究会 (宿),『日本陸海軍の制度 ･組織 ･人事』,東京大学出
版会.

日本人名 1979- 『日本人名大事典』,第2巻,平凡社.
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橋本 1970- 橋本謙一,｢オスカー･コルシェルトの業蹟｣,『化学と工業』,23巻5号.

八田 1982- 八田伸祐,｢異人館主メッツゲル｣,『朝日新聞 秋田版』,1982/3/1.

『遥かなる波の音 外国人妻達の歳月』- Foreignwives1996を見よ.

平田 1983- 平田寛.｢ヨーロッパ最初の愛碁家-一化学者オスカー ･コルシェル ト｣,

『本』,8巻2号.

ビング 1981- SamuelBing(宿)(大島清二 ･枚か訳),『芸術の日本』,美術公論社.
フォルカ- 1981,1982- T.Volker(前田正明･訳),｢磁器とオランダ連合東インド会

社｣,(26),(27),(28),『陶説』,345号 (1981),347号 (1982),348号 (1982).

藤原 1994- 藤原隆男,｢オスカー･コルシェルトの 『酒の製造について』｣,『酒史研究』,

12号.

藤原 1995- 藤原隆男,｢オスカー.コルシェルトと開拓使｣,『岩手大学文化論集』,3号.

フランク先生 1986- ｢ルイス ･7-ゴ･フランク先生略歴｣,『山梨工業会会報』,63号.

-ルテル先生 1950- 大阪大学医学部第-外科教室 (蘇),『-ルテル先生追想録』.

星野 1985- 星野慎一,｢ヤーン先生と俳句｣,『文芸春秋』,63巻12号.

ミヒェル 1990(2)-WolfgangMichel,｢出島蘭館医カスバル ･シャムベルゲルの生渡につ

いて｣,『日本医史学雑誌』,36巻3号.

ミヒェル 1991-WolfgangMichel,｢カスバル ･シャムベルゲルの 『弔辞』について｣,『日

本医史学雑誌』,37巻4号.

ミヒェル 1995(2)-WolfgangMichel,｢日本におけるカスバル ･シャムベルゲルの活動に

ついて｣,『日本医史学雑誌』,41巻1号.

ミヒェル 1995(3)-WolfgangMichel,｢17世紀の平戸 ･出島蘭鋸の医薬関係者について｣,

『日本医史学雑誌』,41巻3号.

ミヒェル 1996(1)-WolfgangMichel,｢カスバル ･シャムベルゲルとカスバル流外科(1)∴

『日本医史学雑誌』,42巻3号.

ミヒェル 1996(2)- WolfgangMichel,｢出島蘭館医-ソス ･ユリアーソ･-ソコについ

て｣,『言語文化論究』,7号.
宮島 1984- 宮島久雄,｢サミュエル ･ビングと日本｣,『国立国際美術館紀要』,1号.

官永 1986- 官永孝,『開国の使者 -リスとヒュ-スケソ』,雄松堂出版.

宮永 1993- 宮永孝,『日独文化人物交流史』,三修社.

文部省 - 『文部省職貞禄』,文教協会.

安井 1995- 安井広,『ベルツの生産 近代医学導入の父』,思文閣出版.

山崎 1989- 山崎国紀,｢ナウマン論争の性格｣,同著,『森鴎外- 基層的論究』,八木書

店,所収.

山下 1991(1)- 山下昇,｢ナウマン博士のゆかりの人と所をたずねて∴ (1),『地質ニュー

ス』,446号.

山下 1992(2),(3),(4)- 山下昇,｢ナウマン博士のゆかりの人と所をたずねて｣,(2),(3),

(4),『地質ニュース』,451号,454号,455号.

山下 1993(1)- 山下昇 ･アンドレアス キュッパース (AndreasN.Kuppers),｢E.ナウマ

ンの博士号取得について｣,『地質学雑誌』,99巻3号.
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山下 1993(2),(3)- 山下昇.｢ナウマンの地質構造研究- (2)日本地質像の総合,(3)日本地

質像の補整と擁護｣,『地質学雑誌』,99巻1号,99巻11号.

山下 1995- 山下昇 (蘇),『フォッサマグナ』,東海大学出版会.

山脇 1988- 山脇悌二郎,｢唐 ･蘭船の伊万里焼輸出｣,『有田町史 商業編』,第 1巻,有田

町,所収.

ユーバーシャール教授 1968- ｢故ユ-バーシャール教授略歴 ･著作目録｣,『甲南大学文学

会論集』,37号 (故ユーJ(-シャール教授追悼特集号).

ユンケル氏 1927- ｢ユンケル氏逝く｣,『英語青年』,57巻10号.

横田 1956(1),(2),1957(3)- 横田構,｢京都府療病院教師 HeinrichBothoScheube∴ (1),

(2),(3),『京都医学会雑誌』,7巻1号,3号,8巻3号.

吉城 1981-吉城文雄,｢秋田県阿仁鉱山の近代化構想について｣,半田市太郎先生退官記念

会 (編),『秋田地方史論集』,みしま書房,所収.

吉田 1968- 吉田光邦,『お雇い外国人 2 産業』,鹿島出版会.

ヨルグ 1987-C.∫.A.Joerg(井垣春雄 ･訳),｢17世紀前半期のオランダ東インド会社の磁

器取引｣,ワ--ナール展 1987,所収.

陸軍雇独逸人 - 陸軍省 (蘇),｢雇独逸国人名調査表.付,個人略歴 (明治43年調査)J,

in.JohnYoung.ChecklistojMicrofilmReproductionsofSelectedArchivesofthe

JapaneseATmy,NavyandOtherGovernmentAgencies186811945,Washington
1959.

レーンホルム氏 1928- ｢赤貧に苦しむレ氏に養老年金を送る 本邦の友人門弟から｣,『帝

国大学新聞』,1928/7/9,｢友情と師恩に酬ゐて 在米のレンホルム氏から｣,同紙,

1928/12/10.

六高 1980- 藤井駿 (宿),『六高同窓会会員名簿』,岡山六高同窓会本部.

ワー-ナ-ル展 1987-長崎オランダ村博物館 (宿),『オランダ村博物館第3回展- オラ

ンダ東インド会社出島商館長ワー-ナール- 目録』.

(4) Namenverzeichnisvon50"Sachsen"inJapan,1649-

1998

DasalphabetischeNamenverzeichnisderinJapantatigenundindiesem Aufsatz

aufgezeigten50Deutschen,dieentwederinSachsengeborenwurdenodervorder

AbfahrtmachJapanbzw.machderHeimkehrausJapaninSachsenwirktenbzw.

wirken,einschlieL31ichderinJapan gestorbenenSachsenundderjetztinJapan tatigen

Sachsen,Yon1649his1998,nitlaufenderNummer:

Arnold,Wido(1)

Balz,Erwin(von)抑

Behrend,Martin(3g)

Berliner,Siegfried[Sigfrid】㈹

- 15 7 -



158

Beyer, Johannes Albert (25)

Exnell, Ottomar (3)

Fellmer, Helmut (3~

Fracke, Johan Georg (34)

Frank, Louis (35)

Gößner, Gesine (5)

Haas, Hans (W

Härte!, Fritz [Friedrich] (3@

Hammitzsch, Horst (2~

Hartig, Georg (3@

Heine, Wilhelm I:PJ
Heisenberg, Werner (2@

Hilgendorf, Franz (3n

Hubricht, Manfred (33)

Jahn, Erwin @5)

Junker, Emil @1)

Korschelt, Oscar (7)

Kou, Hedy, geb. Wekel (6)

Länholm [Schmidt-Länholm], Ludwig

Hermann @9)

Martin, C. F. @n

Meister, Georg [George] @@

Mezger, Adolf @3)

Mosle [Mosle], Alexander Georg @4)

Müller, Max @~

Nachod, Oskar (23)

Naumann, Edmund (2~

Netto, Curt (24)

Overkamp, Christian Hendrik (4)

Rex, Arthur Graf von @~

Schamberger, Capsar (9)

Schanz, Moritz on

Scharschmidt, Clemens (l@

Scheube, Botho 01)

Schmiede!, Otto 05)

Scholz, Paul (l~

Schurig, Arndt Hermann o@

Simon, Edmund (8)

Sondermann, Peter (2@

Spieß, Gustav 03)

Spranger, Eduard 04)

Stecher, Georg Walter o~

Sußmann, August o~

Tenzler (?) 12n

Überschaar, Johannes [Hans] M
Wäntig, Heinrich (2)

Wagner, Zacharias $@
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